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テキ ス タイ ル デ ザ イ ンの 問題 点

恵 美 和 昭

来 年 九州 に 「国 立 芸 術 工科 大 学 」 が発 足 す るそ うで あ る。 芸術 的 側 面 を持 っ

工 学 技術 の 研 究 を 目的 と して お り、簡 単 に い え ば デ ザ イ ン大 学 の 事 で あ るが 、

素 直 にデ ザ イ ン大 学 と呼 ば な いの は 、我 国 に於 て は デザ イ ン と は単 な る外観 処

理 程 度 に しか 考 え られ て い な いの で 、一 種 の 工 学 技術 と して デ ザ イ ン を考 え る

場 合 、従 来 の デ ザ イ ンと い う言 葉 か ら くる イ メ ー ジ と 区別 す る必要 が あ る と考

えた か らで あ ろ う。

最近 各 地 に乱 立 ぎみ の 各 種 学 校 に属 す る デザ イ ン孛 校 の殆 ん どは 非科 学 的 な

表現 の遊 びの テ クニ ッ ク を あ た か もデ ザ イ ンで あ るか の よ うに 教 えて い る。 そ

れ で も結 構 多 くの 生徒 を集 め て な か な か繁 昌 して い る よ うで あ る。 これ らの 学

校 に集 って 来 る若 者 に と って デザ イ ナ ー は 「か っ こい い職 業」 で あ り、 デザ イ

ン学 校 に 通 う事 が一 つ の 流 行 と な っ て い る。 そ して これ 等 の学 校 の 卒 業 生 を受

け入 れ る と こ ろ が結 構 あ る ら しい 。 こ れ は 我 国 に於 て は、 単 な る外観 処 理 の デ

ザ イ ンが まだ ま だ通 用 す る事 を如 実 に示 して い る 。

しか し一 方 前 述 の よ うに 、 九州 に於 て産 業 界 の 要 望 もあ って 、近 代 産 業 に促

応 した工 学技 術 と して の デ ザ イ ンを研 究 す る大 学 が創 設 さ れ る とい う事 は 、 デ

ザ イ ン を も っ と高 度 な もの と して 考 え る様 に な っ て来 た事 を示 して い る。

従 来 の よ うに芸 術 的 な イ ンス ピ レー シ ョ ンで 外 観 処 理 を行 な うデ ザ イ ンか ら、

対 象 とな る製 品 が提 示 す る、機 能 、 美 感 、 生産 性 、経 済 性 な どの様 々 な 問題 を
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如何に処理解決 し総合す為かとい う、科学的側面を持 ったエ学技術 としてのデ

ザザ インに変って来たのである。

ところが依然 としてデザインが芸術的インス ピレー ションのみによって行 な

われている部門がある。それはテキスタイル ・デザインである。

繊維製品の用途は大体次の様に分類出来 る。

① 衣 料

② 室内装飾品及び寝具

③ 身廻品雑貨

④ 産業資材

この うち産業資材 を除く他のものは殆んど柄又は色が付 いているのが普通で

あるが、テキスタイル ・デザインとはこの柄の事 をい うのである。柄 は製品の

原料素材、用途、予想 され る使用者の嗜好の特徴、流行等によりある程度傾向

がきまるが、別 に決定的なものでもなく制約というほどのものではない。又、

柄 の大 きさや色数 といった生産上の制約 も、最近は自由な創作を求める為 にあ

まり拘泥 しなくなったので普通の絵画を描 くのとあま り変 りが無 くなって来た。

先般、著作権法の改訂 問題 が出た時、フリーランサーのテキスタイル ・デザイ

ナーが中心になって繊維図案を芸術作品同様 と見做て著作権の対象に しようと

運動を起 していたが、これは、デザ イナー自身が近代産業に於 けるデザインを

理解 していない証拠である。

テキスタイル ・デザ イナーの業務は図案の完成の時点で一応完了し、以後関

連業務 から開放 され製品に対する責任 も無 くなる一方、製造上の権限 も一切無

くなって しまう。デザイナーの意図 を全 く無視 されても文匂 も言 えないのであ

る。企業外のフリー ・デザ イナーの場合 は柄 を売 って しまえば、その後 、彼 の

柄が製品化 されたか、それ とも反故になつて しまったかという事 さえわからな

いのである。

デザイナーが図案完成以後、製品完成までの業務に全 く関与 しないという事
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は ま こ と に不 思 議 で あ る が 、 これ は繊 維 産 業 の 流 通 機 構 が 非 常 に複 雑 で あ る事

が こ の様 な結 果 を ま ね く原 因 の一 っ に な っ て い る と思 われ る。流 通 機構 の複 雑

さ を示 す 一 例 と して 、 あ る紡 績 会 社 の 社 長 が 国 際 会 議 で 「日本 の繊 維 流 通 機 構 」

にっ い て の講 演 を した際 に 、 テ キ ス トに チ ャ ー トを載 せ よ う と した が 、 あ ま り

複 雑 す ぎて正 確 な図 が描 けず 、間違 っ た資 料 が聴 講 者 の 手 許 に残 るの を恐 れ て 、

す ぐ消 え るス ラ イ ドに して い った と云 う話 が あ る。繊 維 製 品 は 、 商 品 と な る段

階 が 二 っ あ る。即 ち一 次 製 品 とい われ る生 地 の段 階 で 商 品 と な り、 それ を縫 製

加 工 した二 次 製 品 の 段 階 で も う一 度違 っ た形 の 商 品 に な る。

一 次 メ ー カ ー → 商 社 → 卸 売 → 小 売

二 次 メー カ ー → 卸 売 → 小 売

とい う ル ー トが基 本 に な るの で あ ろ うが 、 こ ん な直 線 的 な流 れ 方 を す る もの は

殆 ん ど無 い と思 う。 これ に 多 くの枝 が付 き、 そ の枝 が か ら ま っ て複 雑 な型 に な

る は ず で あ る。 二 次 製 品 の デ ザ イ ンは ス タ イ ル ・デザ イ ン と して テ キ ス タ イ ル ・

デザ イ ン と は区 別 され て い るの で 、一 次 製 品 の デザ イ ンの み につ いて 述 べ る と 、

そ の:複雑 な流 通 段 階 の 各 部 分 夫 々 が デ ザ イ ン部 門 又 は それ に準 ず る機 構 を持 っ

て い る。 そ して夫 々 同 じ様 な仕 事 を して い る。 そ れ は 、繊 維 製 品 が メ ー カ ー の

リス ク で製 造 され る事 は 少 く、流 通 段 階 の いず れ か の注 文 に依 るバ イ ・オ ー ダ

ー 生 産 が 多 く
、当然 注 文 す る立 場 の 者 が デザ イ ン主 導 権 を握 る事 に な る 。した が

って 注 文 者 が デ ザ イ ン を行 な うか調 達 す る わ けで あ る。 も っ と も最 近 は経 費 の

関係 で柄 の調 達 は メ ー カ ー に任 せ 、 選 択 決 定 の み を行 う傾 向 に な っ て きた 。

メ ー カ ー の デ ザ イ ナ ー は デ ザ イ ン選 択権 を持 って い な い し、 商 社 側 の デザ イ

ナ ー は メ ー カ ー の 生 産 機 構 に干 与 す る事 は 出来 な い。 フ リー ・デザ イナ ー は 、

メ ー カー や 商 社 の柄 の 調 達 に便 宜 を与 え る だ け の存 在 と云 うの が実 情 で 、 デ ザ

イ ナ ー は柄 を作 るだ け で 良 い とい う事 に な っ て い る。 現 在 の テ キ ス タ イ ル ・デ

ザ イ ナ ー は柄 描 き にす ぎ な い の で あ る。 もっ と も営 業 関係 の 者 や 外 国 の バ イ ヤ

ー な どは 「デザ イ ナ ー
」 とは 呼 ば ず 、「絵 描 き」「ス ケ ッチ ・マ ン」 と言 う呼 び 方
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を して い る。

テ キ ス タ イル ・デ ザ イ ンが こ の様 に 単 純 な もの に な っ て しま っ た の は 、 繊 維

製 品 が 企 画 か ら完 成 迄 の 全 て の プ ロ セ ス に於 け る 問題 の 解 決 を一企 業 体 の み で

行 な え な い とい う業 態 の 特 殊 性 に もよ る が 、 も う一 っ は価 額 構 造 に あ るの で は

な い か と思 う。

普 通 製 品 原 価 は、

(糸値 ×糸 量 十織 ・加 工 賃 十雑 費)× 粗 利

と い う方 法 で 出 され る。織 、 加 工 賃 は織 代 、 染 代 、仕 上 代 等 で 、 こ の 中BC反

発 生 率 が 見 込 ま れ る。BC反 と は二 等 品 、 三 等 品 、 っ ま りキ ズ物 の 事 で あ る。

織 、 加 工 が 困難 で、 欠点 の 出 易 い製 品 に つ い て は これ に よ る ロス を工 賃 の 中 に

組 込 む の で あ る。雑 費 は 、送 料 や 保 管 倉庫 代 等 で あ る。 こ の他 、金 利 、 試 験 反

代 、 毛織 物 の場 合 は枡 見 本(一 一っ の織 組織 で経 、緯 糸 と も数 セ ンチ 巾 で色 を変

え、枡 目の 織 見 本 を作 り、 本 製 産 の際 の色 選 定 に用 い る見 本)代 等 が原 価 の 中

に見 込 まれ る。

この様 に繊 維 製 品 の価 額 は 大 体 糸 値 、糸 料 、加 工 賃 等 製 造 原 価 中 心 に決 め ら

れ る。極 端 に言 えば 、繊 維 製 品 は 目方 で 売 られ て い る と い え る。 商 取 引 の 場 合

第 一 に 問 題 に な るの は 、 目付(単 位 面 積 あ た りの 重 さ)、 番 手 と経 緯 本 数(1イ

ンチ平 方 の 中 の 経 糸 、緯 糸 の 数)で あ り、柄 の 良 し悪 しは二 の次 で あ る 。

こ ・で 、 繊 維 製 品 の生 産 ロ ッ トは 年 々小 さ くな っ て い るの で 必 要 な デザ イ ン

の数 量 は 反対 に 多 くな っ て来 て い る に も拘 らず 、繊 維 製 品 の 製 造 原価 の 中 に デ

ザ イ ン代 が 入 って い ない 事 に注 意 す る必 要 が あ る。

前 に も述 べ た よ うに 、 テ キ ス タ イ ル ・デ ザ イ ンは 最 初 か ら明確 な意 図 の もと

に な され る もの で は な く、単 な る柄 に す ぎ な い 。デザ イ ンの 選 定 に あ た っ て は 、

製 品 の用 途 、 生 産 性 、経 済 性 、流 行 等 の 条 件 に対 す る考 慮 が 払 わ れ る と は い え 、

最 終 はや は りク ラ イ ア ン トの好 み で あ る 。 選 択 の基 準 に な る具 体 的 な根 拠 は な

に もな い 。 デ ザ イナ ー は、 自 分達 が 一 生懸 命 に描 いた柄 が 、売 れ る 、売 れ な い

と か 、 良:い、悪 い と か、 感 じや好 み で 簡 単 に片 付 け られ る の に腹 を た て る ら し
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い が 、 デ ザ イ ナ ー側 に も感 覚 以 外 に良 し悪 しを判 断 す る根 拠 が無 い の で あ るか

ら、 売 り手 よ り買 手 の 方 が 強 い と い うの が 当然 で あ る。

柄 を描 く場 合 、 例 えば 生 地 、用 途 、 売 先 等 が は っ き りと決 っ て い る場 合 と 、

これ 等 を想 定 して描 き、予 想 出 来 る需 要 の為 に ス トッ ク して お く場 合 とが あ る 。

前 者 の場 合 は ク ライ ア ン トの 要求 す る もの が どん な もの で あ るか と い う事 は 、

話 合 に よ って あ る程 度 予 測 され る。 後 者 の 場 合 は過 去 の結 果 と流 行 等 を も と に

して柄 を作 成 す る。

しか し柄 を支 配 す る もの は感 覚 で あ る。 絶 対 的 な根 拠 は何 も無 い か ら、 一柄

の 要求 に対 して一 柄 描 けば 良 い と い うわ け に は い か な い 。普 通 必 要 数 の 五 倍 ぐ

らい描 く事 は 常識 で あ る。 あ る 目 的 で描 かれ た もの で 没 に な った もあ が他 の 目

的 に用 い られ る事 も暫 々 あ る。 しか し要 求 数 の 数 倍 の柄 を作 らね ば な ら な い と

い う事 は 、 例 え柄 の 単 価 は 安 い も の で あ る と して も、 製 品 単 価 の 安 い繊 維 製 品

に と って は か な りの経 費 に な る はず で あ る。 に も拘 らず 、製 造原 価 の 中 に デ ザ

イ ン経 費 が は っ き りと した形 で 入 っ て い な い。 もっ と も、 前 述 の よ うに 必 要量

の 数 倍 の柄 を作 るの が 普 通 に な っ て い るの と、 没 に な っ た柄 も他 に流 用 出 来 る

の で 、 そ の 製 品 の デ ザ イ ン経 費 を明 確 に算 出 す る事 が 出 来 な い事 に よ る の か も

知 れ な い 。 一般 的 に は加 工 賃 の 中 へ 組 込 ん で お く場 合 や 、 営 業 費 の 中 に入 れ て

お くの が殆 ん ど で あ ろ う。 デ ザ イ ン経 費 が原 価 の 中 に 明確 な形 で 入 っ て来 な い

と同 時 に 、 デ ザ イ ンに よ っ て生 じた 商 品 価 値 も殆 ん ど考慮 さ れ な い。 デザ イ ン

は単 な る付 加 物 的 な扱 い を受 け て い る わ けで あ る。 殆 ん どの 繊 維 製 品 に と っ て

柄 は 不 可 欠 の もの で あ る。 しか し この柄 に よ って 生 じた は ず の商 品価 値 は 製 品

の 価 額 に 関係 な く、 価 額 を左 右 す る要 素 の主 た る もの は 、原 料糸 の 目方 と い う

事 に な る。

デ ザ イ ンは無 けれ ば困 るが 、 そ れ に よ り価 額 が 上 昇 す る事 は殆 ん ど な い と い

っ て よ い。

しか し、 デザ イ ンに依 り付 加 価値 が 生 じる事 は 事 実 で あ る。 した が って デザ

イ ンは単 な る付 加 物 で あ っ て は な ら な い はず で あ る。 と こ ろ が 、 現 在 の と こ ろ
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殆 ん ど が デ ザ イ ンは一 種 の サ ー ビス 的 な もの に な っ て しま って い る。 一 度 こ う

な る と デザ イ ン経 費 を明確 に製 品 価 額 の 中 に 入 れ た り、 デザ イ ン に よ っ て生 じ

た付 加 価 値 を加 え て価 額 を決 定 す る事 は非 常 に 困難 な事 で あ る と思 う。 一 部 に

は 良 い もの で あ れ ば 多 少 値 の 高 い もの で も売 れ る と信 じて い る者 も い るが 、現

実 は決 して そ ん な もの で は な い。 現 在 、 一 応 無 料 に な って い る もの が有 料 に な

り、 しか も感 覚 的 に しか判 定 出 来 な い付 加 価 値 で 原価 が 上 る と云 う事 は 業 界 に

は通 用 しな い と思 う。 こ の ま ・で は 、繊 維 デ ザ イ ンは 単 な る製 品 の付 加 物 で あ

る とい う地 位 に甘 ん じな け れ ば な らな いだ ろ う。

テ キ ス タ イ ル ・デ ザ イ ンの現 状 は以 上 の よ う な もの で あ り冒頭 に述 べ た 科 学

的 側 面 を持 っ た工 学 技術 と して の デザ イ ン か らは程 遠 い もの で あ る。 近 代 産 業

に於 け るデ ザ イ ンが 工 学 技術 で あ る と す れ ば 、現 在 の繊 維 産 業 に は デザ イ ンは

不 在 と い う事 に な る。

デザ イ ン と い う言 葉 の 意 味 が不 明確 な使 われ 方 を して い るの で 、 デ ザ イ ンに

っ いて 述 べ る場 合 そ の っ ど そ の 内容 を こ と細 か に説 明 し な けれ ば な らな い の が

現 状 で あ るが 、 以 後 デ ザ イ ン とい う言 葉 を用 い る場 合 は 、 工 学 技術 と して の デ

ザ イ ンの事 を い うこ と にす る。た ・"混同 す る と い け な い の でDESIGNと 書 く事

に す る。

繊 維 製 品 の殆 ん ど の もの は その 用 途 機 能 の他 に装飾 性 が重 要 な フ ァ ク ター に

な って い る 。 この 装 飾 性 は感 覚 性 能 で あ り計 量 的 に把 握 して コ ン トロー ル す る

事 は む っ か しい 。

業 界 で 日常 用 いて い る繊 維 製 品 を評 価 す る言葉 に は感 覚 的 な もの が非 常 に多

い 。特 に色 彩 用 語 が そ うで あ る。「調 和 」 と い う事 も極 め て抽 象 的 で あ る。 ムー

ン、 ス ペ ンサ ー の 調 和理 論 も物理 学 的 、 生 理 学 的 に は頷 け て も、 心 理 学 的 に は

不 完 全 な理 論 で あ る。 そ こ で 、 も っ と完 全 に解 明 しよ うとす る努 力 が払 わ れ て

い るが 、 あ ま りに も複 雑 な要 素が 多 く、 完 成 ま で は程 遠 い 。「渋 い」「派 手 」「冷 た

い」「温 か い」 等 極 め て 多 く用 い られ る言 葉 で あ る。 その他 「深 味 」 と い う言葉

に至 っ て は感 覚 以 外 の 何 も の で も な い 。 深 味 が有 る無 しで ク レー ム が付 く場 合
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す らあ るの で あ る 。

品 質 を表 現 す る言 葉 に も感 覚 的 な も のが 多 い 。「風 合」 と い う言 葉 が あ る。布

地 を 手 で触 っ た感 じを い うの で あ るが 、 この 「風 合 」 が 又 、繊 維 製 品 の 良否 を

決 定 す る一 っ の 重 要 な フ ァ ク ター と な る。「風 合 」 は原 料 そ の もの の 関係 も あ る

が 、 これ を作 り出 す 工程 もあ る。 例 え ば毛 織 物 製 造 工程 に整 理 工 程 とい うの が

あ るが 、 これ は起 毛 した り、 薬 品 を使 った り、水 で洗 っ た り、揉 ん だ り、 もっ

と原 始 的 な方 法 と して 、空 中 に放 置 した り して 、手 触 りの加 減 を整 え るの で あ

る 。 これ を判 断 す るの は経 験 者 の手 以 外 に は な く、風 合 見 本 と比 較 し なが ら手

で コ ン トロ ー ル して い くの で あ る。

これ らの 感 覚 性 能 が 繊 維 製 品 に と って 大 きな ウエ ㌦ トを 占め るも の で あ り、

又 重 要 な部 分 で も あ る 。 この感 覚 性 能 を うま く処 理 し総 合 す る事 は ど ち らか と

い えば工 学 的術 と い うよ りは 芸 術 とい う方 が相 応 しい 。 最 近 繊 維 製 品 に於 け る

感 覚 性 能 の計 量 化 の研 究 が 行 な わ れ て い る とい う こ と を聞 いて い る 。 これ は感

覚 的 な言 葉 で 表現 され て い る繊 維 製 品 の 性 能 を物 理 的 な 因子 に置 換 し計 量 的 に

表 現 しよ う とい う試 み で あ る。 しか し微 妙 な人 間 の感 情 と それ を表 現 す る言 葉

を完 全 に数 字 で 表 現 す る事 は 非 常 に困 難 な事 で と思 う。 した が っ て この感 覚 性

能 は感 覚 的 に処 理 す る他 は な い の で は な い だ ろ う か。

同 じDESIGNと い っ て も工 作 機 械 類 と繊 維 製 品 は 両 極 端 で あ る と思 う。工 作

機 械 には 装 飾 性 は 殆 ん ど必 要 な く、性 能 や 使 い 易 さ が強 調 され 、感 覚 的 な面 と

い えば 、 視 覚 上 の疲 労 を起 させ な い様 な単 純 な形 、色 彩 的 な考 慮程 度 で あ る が 、

一 方 の繊 維 製 品 は 機 能 性 は殆 ん ど原 料 の持 っ物 性 に よ り決 定 され る よ うな もの

で 、 ほ と ん どは感 覚 的 な要 素 に よ り形 作 られ る もの で あ る。 前 者 のDESIGN

に は 客感 的 な要 素 が多 い が 、 後 者 には 主 観 的 な もの が 多 い。 不 特 定 多 数 の消 費

者 を対 象 とす る製 品 のDESIGNを 決 定 す る要 素 に主 観 的 な もの が 多 い とい う

事 は 、繊 維DESIGNの 一 っ の 限 界 で は な い だ ろ うか 。

繊 維DESIGNは 一 次 製 品 のDESIGNの 事 を い うの で あ るが 、 この段 階 で一

応 商 品 に な るが 最 終 用 途 に は な らず 、 さ ら に再 加 工 され 二 次 製 品 と して始 め て
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最終 用 途 に な る と い う特 殊 性 を持 っ て い る。 即 ち繊 維 デザ イ ナ ー は 最終 用 途 製

品 の デ ザ イ ン には 干 与 せ ず 、 その 素 材 の デ ザ イ ンを して い る にす ぎ な い。 した

が って 最 初 の デ ザ イナ ーの 意 図 が 最 終 製 品 に反 映 され る とは 限 らな いQ全 く予

期 に 反 す る使 われ 方 をす る場 合 も あ る わ けで あ る。 あ る品物 の 最 終 用 途 迄 一 貫

したDESIGNが 行 な われ る の で は な くて 、二 つ の部 分 に分 け られ 、 両 者 の 間 に

殆 ん どっ な が りが 無 い と い う事 も、 繊 維 デザ イ ンの 一 っ の 限 界 と な って い る。

一 次 製 品 と して 良:いDESIGNの もの で あれ ば 、二 次 製 品 と して ど の様 な処 理 を

され て も良 いDESIGNと して の 姿 を保 ち続 け る とは 限 らな い 。反 対 に良 く無 い

もの で も 、二 次 製 品 に な っ て 良 い製 品 に な る場 合 も あ る。DESIGNの 生 殺 が 第

三 者 の 手 に か ・っ て い るわ けで あ る 。

第 三 の 限 界 は 、繊 維 製 品 の 生 産 単 位 の 小 さ ・にあ る。繊 維 製 品 は個 人 の 嗜 好

に左 右 さ れ る もの で あ るが 、 最 近 こ の 嗜 好 が ま す ます 多 様 化 しっ ・あ る。 した

が っ て生 産 単 位 は年 々小 さ くな り、加 工 可 能 の 限 界 ぎ り ぎ り一 杯 の 単 位 が要 求

され る 。例 え ば 自動 ス ク リー ン ・プ リ ン トに よ る製 品 は1,500mの ミニ ァ ム ー

杯 の オ ー ダー が 非 常 に 多 くな っ て来 て い るが 、 これ は半 日 もあ れ ば 充 分 加 工 出

来 る量 で あ る。 製 品 の 多様 化 の 要 求 が 強 く な る と い う事 は 、DESIGNの 需 要 が

多 くな る と い う事 で あ るが 、 一 日に 数 十 と い う一単位 で必 要 な デ ザ イ ン に多 くの

時 聞 を か け られ な い とい う事 に な る。 調 査 、 資 料 の蒐 集 、 ラフ ス ケ ッチ 、試 作 、

検 討 等 の 過程 をふ ん でDESIGNを して 行 く余裕 な ど は な く、芸 術 的 イ ンス ピ レ

ー シ ョ ンに よ って 処 理 して い くの がせ い一杯 で あ る。 以 上 の 様 に 、

①DESIGN決 定 要 素 に客 観 的 な根 拠 と な る面 が 少 な い。

② 最終 用 途 迄 一 貫 したtリ シー を貫 く事 が 出 来 に くい。

③ 一 つ のDESIGNに 多 くの 時 間 を か け られ な い。

と い う事 が テ キ ス タ イ ル ・デ ザ イ ンの 限 界 に な って い るの で は な い だ ろ うか 。

繊 維 製 品 は 、 附 加 価 値 性 の 高 い商 品 で あ るは ず で あ る。 原 料 の フ ァ イバ ー や

糸 、 生 地 は 、 映 画 に例 え る な らば 、 フイ ル ム の セ ル ロ イ ドの 様 な も の で 、 それ

自体 殆 ん ど価 値 の 無 い もの で あ る 。 映 画 は フ ィ ル ム に焼 付 け られ た 映 像 や 音 に

一58一



よ って始 め て価 値 が 生 じるの と同 様 、 商 品 と して の価 値 を生 み 出 す 為 の 媒 体 に

す ぎ な い。 価値 は あ くま で もDESIGNに よ っ て生 じる もの で あ る と思 う。

そ こ でDESIGNの 限 界 を如 何 に して破 っ て行 くかが 問題 で あ ろ う。

先 ず① の 解 決 は マ ー ケ ッテ ィ ン グ ・テ ク ニ ッ クに よ り可 能 で あ る と思 う。 主

観 的 な もの を客 観 化 す るの に用 い られ る方 法 は 人為 的 な流 行 が あ る。 積 極 的 な

宣 伝 に よ りDESIGNを 流 行 に ま で持 っ て行 って 、大 勢 の 嗜 好 を変 化 させ 集 中化

す る事 が出 来 る。 これ は結 果 的 に見 て 、 客観 的 なデ ー ター を基 に して 大 勢 の 嗜

好 に合 せ た の と同 じ結 果 に な る 。一 時繊 維 業 界 で は や った キ ャ ンペ ー ン政 策 が

が これ で あ る。

② は 、 一 次製 品 の 開発 、 デザ イ ン、 製 造 、 同 じ く二 次 製 品 の デザ イ ン、 製 造

か ら最 終 小 売店 頭 に至 る迄 の 垂 直 的 なチ ー ム ワー ク体 制 を きず き、作 業 を行 な

う事 に よ りあ る程 度 解 決 され る と思 う。 一 次 メ ー カ ー はDESIGNに 際 し、出 来

るだ け市 場 を細 分 化 し、用 途 を明確 に設 定 して 製 品 化・を行 な い。 二 次 メー カ ー

は 一 次 メ ー カ ー の 目標 を完 全 に フ ォー ロ ー す る か。 又 は逆 に二 次 メ ー カー側 よ

り目標 の提 示 を行 な い 一 次 メ ー カー は こ の 目標 に も とず いて 製 品 計 画 を行 な う

と い う方 法 で 、 一 貫 した デザ イ ンポ リシ ー を貫 ぬ け る と思 う。

③ は 、DESIGNを 単 品 で 考 えず 、マ ス で 考 え る事 に よ り、一 っ の 製 品 グ ル ー プ

毎 に計 画 性 を持 たせ 、イ ンス ピ レー シ ョンの み に よ るDESIGN処 理 よ りの 脱 脚

を図 る事 が 出 来 る と思 う。 マ ー ヶ ッテ ィ ン グ計 画 に添 っ た製 品計 画 で 製 品 グル

ー プ のDESIGNを 行 な い
、一 品 毎 の柄 は 製 品 の バ リエ ー シ ョ ン と して 考 え る事

に よ り、あ る程 度DESIGNに 時 間 を か け る事 が 出来 るの で は な い だ ろ うか 。

いず れ に して も、繊 維 デ ザ イ ン を プ ロ ダ ク ト『・デ ザ イ ンと して 考 え、 工 学 技

術 と して のDESIGNに 持 っ て い くに は 非 常 に 問題 が 多 い と思 う。現 在 の と ころ 、

残 念 な が ら業 界 内部 、 外 部 と も に柄 、即 ちデ ザ イ ン と い う考 えに甘 ん じて い て 、

これ を考 え直 す とい う動 きが あ ま り見 られ な い 。

非 常 に不 完 全 な文 で 問題 の羅 列 の み に終 って しま った が 、 こ れ を機 会 に繊 維

デザ イ ンを考 え る人 の 出 現 を望 み た い 。
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